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よこはま日本語学習支援センター

「細谷戸親子で夏祭り体験（瀬谷区）」
主催：瀬谷区地域振興課、(公財)横浜市国際交流協会

夏祭り
体験

保護者は、区内の子育て支援団体や日本語

教室の方と日本の生活について話しました。

地域日本語教育推進モデル地域事業2年目の取り組みとして、夏休みに外国につながる親子向けイベントを開
催しました。 昨年度は、外国につながる人から日本語学習ニーズが公的機関等に寄せられていたことをうけ、日
本語ボランティア研修の一環として、生活で使える日本語教室を行いました。その参加状況から、「必要な情報が
届いていないのではないか」 、「情報を得ても参加のハードルが高く、つながりづらいかもしれない」 などの課題
が見えてきました。そこで、日本語教室や地域への参加ニーズがありながらきっかけがないと思われる、就学前の
親子とつながることを目指したイベントを実施しました。自治会と小学校のご協力も得て、外国人が集住する地区
や学校の国際教室でも広報を行い、まずは気軽に場に来てもらえるように、親子で楽しめる夏祭り体験を行いま
した。
当日は就学前親子の想定と違い、小学生を中心としたたくさんの子どもたちとその保護者が集まりました。イベ
ントはやさしい日本語で進行し、うちわ作りの際には「あさがお」、「かきごおり」、「はなび」などの夏の日本語も
紹介しました。また、保護者向けの生活情報コーナーでは区内の子ども向け施設や多言語相談窓口の紹介など、
通訳も介しながら、生活の安心につながる情報について話し合いました。
この事業は、地域の自治会、日本語教室、子育て支援団体などの協力を得て、瀬谷区役所とYOKEの共催で行
いました。 区内の外国につながる親子が、楽しみながら日本語や日本の行事にふれ、日本語学習や地域とつな
がるきっかけとして、今後も続けていく予定です。

●いろいろな情報を知ることができた。

●お面とうちわのワークショップが
よかった。

●またこのようなイベントに参加したい。

●もっと日本語を学びたいと思う。

参加者の声

日時 2022年8月24日（水）10:00-11:30

１うちわづくり・お面づくり（子ども対象）

２区内の子ども向け施設、名所の紹介

３区内の子育て、生活についてのお話し会

場所 細谷戸第Ⅰ集会所

参加
者数

３３人（大人5人・子ども28人）
（ベトナム、中国、パキスタン、
バングラデシュ、スリランカ他）

対象 外国につながる未就学児を中心とした親子

取組3-9-3
2022年9月

子どもたちは、
お面づくりを
楽しみました。
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よこはま日本語学習支援センター

「細谷戸 親子で夏祭り体験（瀬谷区）」

日本で夏によく使われるうちわを紹介した後に、
好きな絵を描いていきました。制作中は「これは何
ですか？」、「私の国の花です」など、参加者の作
品について、やさしい日本語でスタッフとやりとり
をしました。すいかや祭りの屋台などの夏らしい絵
が描かれたうちわや、国の伝統的な模様がいっぱ
いに広がった美しいうちわなどが完成しました。最
後に、自分が作ったうちわを一人ずつ紹介しまし
た。

１
うちわ作り

２
子供向け施設,
名所の紹介

４
おめん
作り

３
子育て,生活に
ついてのお話会

取組3-9-3
2022年9月

４言語（やさしい日本語、英語、中国語、ベト
ナム語）対応の「外国につながる親子向け
瀬谷区のおすすめマップ」を配布し、区内の
親子で遊べる場所や名所の紹介をしました。
お母さんは英語で、お子さんはやさしい日
本語でなど、それぞれが読みやすい言語で
情報を見ながら、家族で楽しそうに会話を
する姿が見られました。

さいごに、子ども対象で鬼のお面づくりを
行いました。多くの子どもたちが、「お面
づくりが楽しみだった」と話してくれました。
「角は、どんな模様？」などスタッフに質
問しながら制作を進め、紙皿を使い毛糸
などで飾った思い思いのお面がたくさん
できました。完成後は嬉しそうにお面をか
ぶったり、作品を見せ合っていました。

YOKEが運営する多文化共生総合相談セン
ターに実際に電話をして、通訳を介しての相談
体験を行いました。また、役所での手続きは外
国につながる方からよく「難しい」との声を聞き
ますが、窓口で通訳タブレットを使用して相談
ができることもお伝えしました。そのほか、日本
語教室「せやにほんごプロジェクト」の紹介や、
通訳・翻訳グループカムオン・シェシェの方と
瀬谷での子育てについて話し合いました。

親子で

親子で

保護者
対象

子ども
対象


